
 

Ｃ-１ 

工  法  名 ＢＲＢ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法   

概 要 

 
 
 
 
 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式  

支 持 層 の 確 認 方 法  

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 
施 工 地 盤  

施 工 能 率  

工法の概要が分かるホームページ

のアドレス 
https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

 

前田製管株式会社 

0234-23-5111 

 

BCJ-F427（追 5） 

BCJ-F833（追 1） 

H9.4.22 

H9.4.22 

φ300～

1000 

砂質土 

礫質土 

110D かつ

60ｍ以下 
 

 



Ｃ-１Ｓ 

工  法  名 ＳＴ-ＢＲＢ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

 
 
 
 
 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式  

支 持 層 の 確 認 方 法  

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 
施 工 地 盤  

施 工 能 率  

工法の概要が分かるホームページ

のアドレス 
https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得 
年月日 

適用杭径 
適用先端 
地盤 

適用杭長 備考 

 

前田製管株式会社 

0234-23-5111 

 

BCJ-F747 

 

BCJ-F685(追 1) 

 

 

H5.9.20 

 

H5.11.15 

 

 

φ3035～

5060 

φ6070～

90100 

 

砂質土、礫質土 

 

砂質土 

礫質土 

 

110Dかつ50ｍ以下 

 

110Dかつ60ｍ以下 

110Dかつ80ｍ以下 
 

 

 



Ｃ-２ 

工  法  名 ＨＩ-ＢＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

オーガヘッド、スクリュウ、攪拌ロッド及び連結ロッドなどで構成される掘削攪拌装置用い、 
水または掘削液を注入しながら 所定深度まで掘削する。さらに、根固め液、杭周固定液を注

入しながら掘削攪拌装置を引き上げる。その後、所定量の充填液を注入した掘削孔内に基礎ぐ

いを建て込み、 自重または回転により埋設して、所定深度の根固め球根部にくい先端を設置

する工法である。 

施 工 順 序 

①掘削・攪拌 ②掘削孔の築造 ③根固め球根の築造 ④掘削攪拌装置引上げ ⑤杭の挿入 ⑥定着

 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

Ｒａ ＝1/3｛αNＡp ＋（βNsＬs ＋ γqu Ｌc）ψ｝(kN) 

但し、30≦N≦60、4≦Ns≦30、40≦qu≦200(kN/m2) 

 

α：杭先端支持力係数 

  H/D2≧4.0 の場合α＝250 3.0≦H/D2＜4.0 の場合α＝200 ＊ 

β：砂質地盤における周面摩擦力係数（β＝10/3） 

γ：粘土質地盤における周面摩擦力係数（γ＝0.5） 

H ： 根固め部先端から杭先端下部地盤上端までの距離（m） 

D2： 根固め部径（m） 

＊N≧60 以上かつ杭先端下部地盤の粘性土 qu≧400kN/m2以外の場合は別途検討により α を設

定してよい（200≦α≦250） 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 120～160ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

http://kisokui.com/method/hibex.html 

http://www.manac-net.com/kouhou,hibex.html 

http://www.marumon.com/business 

会社名 評定番号 取得年月日 適用杭径 
適用先端 
地盤 

適用 
杭長 

備考 
（承認施工会社） 

ホクコンマテリアル㈱ 

0776-38-3833 

CBL-FP028-16 

CBL-FP029-16 
H28.7.1 300～1000 

砂質土 

礫質土 
65m カワノ工業㈱ 

マナック株式会社 

052-501-5351 

CBL-FP030-16 

CBL-FP031-16 
H28.7.1 300～1000 

砂質土 

礫質土 
65m  

丸門建設株式会社 

058-327-1611 

CBL-FP032-16 

CBL-FP033-16 
H28.7.1 300～1000 

砂質土 

礫質土 
65m  

 



Ｃ-３ 

工  法  名 ＮＥＷニーディング工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

土砂攪拌バーと孔壁練り付けドラムを装備した専用ロッドを用いて、先端より水(掘削液)を

吐出しながら孔内の土を泥化し、練り付けながら掘削孔を築造し、杭を掘削孔に挿入し、回

転させて支持層中のセメントミルク拡大根固め球根内の所定位置に設置する工法である。 

この工法には、杭周固定液を使用する方法と使用しない方法とがある。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式  
①杭周固定液を使用する場合 ②杭周固定液を使用しない場合 

               

               

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (500φ-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得 
年月日 

適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

東日本コンクリート㈱ 

022-225-4421 

マナック㈱ 

052-501-5351 

三池コンクリート工業㈱ 

092-271-8411 

㈱アオモリパイル 

0178-24-1115 

藤村クレスト㈱ 

0257-37-1097 

進菱三谷セキサン㈱ 

092-281-0161 

BCJ-F466(追 3) 

 

BCJ-F866 

 

BCJ-F866 

 

BCJ-F704 

 

BCJ-F832 

 

BCJ-F811(追 2)  

 

BCJ-F811 

 

H10.11.18 

 

H7.10.13 

 

H7.10.13 

 

H4.10.8 

 

H7.10.13 

 

H11.1.27 

 

H6.9.1 

 

300～1000 

 

300～800 

 

300～800 

 

300～600 

 

300～800 

 

300～600 

700～800 

300～800 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

〃 

砂質・礫質土 

 

80m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

60m 以下 

50m 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

〃 

110D 以下 

  



Ｃ-３Ｓ 

工  法  名 ＳＴ-ＮＥＷニーディング工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

土砂攪拌バーと孔壁練り付けドラムを装備した専用ロッドを用いて、先端より水(掘削液)を

吐出しながら孔内の土を泥化し、練り付けながら掘削孔を築造し、杭を掘削孔に挿入し、回

転させて支持層中のセメントミルク拡大根固め球根内の所定位置に設置する工法である。 

なお、下杭として ST 杭を使用していることから、すべて杭周固定液を使用する。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式  
 

 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (ST4050-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

東日本コンクリート㈱ 

022-225-4421 

マナック㈱ 

052-501-5351 

BCJ-F466(追 3) 

 

BCJ-F867 

 

BCJ-F867 

 

H10.11.18 

 

H7.10.13 

 

H7.10.13 

 

3035～90100 

 

3035～7080 

 

3035～7080 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

80m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

110D 以

下 

 
110D 以

下 

 
110D 以

下 

 

 



Ｃ-４ 

工  法  名 ケムン工法（回転ミルク根固め工法） 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

杭径＋10cm の掘削ビット,スパイラルオーガ及び撹拌翼を有する掘削撹拌シャフトで杭周

固定液を注入しながら支持層を所定の深さまで掘削する。その後,根固め液に切り替えて所

定量注入後,掘削撹拌シャフトをゆっくり引上げて掘削孔を築造する。その掘削孔に杭を挿

入し,自沈あるいは回転によって杭を所定の支持層に設置させる工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

Ra＝1/3×{      Ap＋(        Ls＋        Lc )ψ } 
ただし   

    25       100 (kN/m2) 
α = 250              ( ≦90D) 

α = 250 10/4(  

 
 90)  (90D＜ ≦110D) 

β=10/5 
γ=1/2 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 φ600－40m で 120～160m／日     φ1000－40m で 80～150m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

http://www.japanpile.co.jp/download/#method_kemun 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得 
年月日 

適用杭径 
適用 

先端地盤 
最大施工長 

(施工地盤面からの深さ) 

ジャパンパイル㈱ 

03-5843-4191 

BCJ-F394 S61.11.11 300～600 砂質土,礫質土,硬質粘性土 110D かつ 66m 以下 

BCJ-F914 H9.3.28 
700～

1000 

砂質土 110D かつ 80m 以下 

礫質土 110D かつ 70m 以下 

㈱トーヨーアサノ 

03-3356-3172 

BCJ-F394 S61.11.11 300～600 砂質土,礫質土,硬質粘性土 110D かつ 66m 以下 

BCJ-F914 H9.3.28 
700～

1000 

砂質土 110D かつ 80m 以下 

礫質土 110D かつ 70m 以下 

日本高圧コンクリート㈱ 

03-3501-6261 

BCJ-F394 S61.11.11 300～600 砂質土,礫質土,硬質粘性土 110D かつ 66m 以下 

BCJ-F914 H9.3.28 
700～

1000 

砂質土 110D かつ 80m 以下 

礫質土 110D かつ 70m 以下 

山崎パイル㈱ 

0250-47-3277 

BCJ-F394 S61.11.11 300～600 砂質土,礫質土,硬質粘性土 110D かつ 66m 以下 

BCJ-F914 H9.3.28 
700～

1000 

砂質土 110D かつ 80m 以下 

礫質土 110D かつ 70m 以下 

㈱ナルックス 

059-363-3333 
BCJ-F394(追 1) H9.3.28 300～600 砂質土,礫質土 110D かつ 40m 以下 

安藤コンクリート工業㈱ 

058-324-2121 
BCJ-F394(追 1) H9.3.28 300～600 砂質土,礫質土 110D かつ 40m 以下 

中部高圧コンクリート㈱ 

059-382-1451 
BCJ-F394(追 1) H9.3.28 300～600 砂質土,礫質土 110D かつ 40m 以下 

 



Ｃ-４Ｓ 

工  法  名 ＳＴケムン工法（回転ミルク根固め工法） 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

杭径＋10cm の掘削ビット,スパイラルオーガ及び撹拌翼を有する掘削撹拌シャフトで杭周

固定液を注入しながら支持層を所定の深さまで掘削する。その後,根固め液に切り替えて所定

量注入後,掘削撹拌シャフトをゆっくり引上げて掘削孔を築造する。その掘削孔に ST 杭を挿

入し,自沈あるいは回転によって杭を所定の支持層に設置させる工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 6070－40m で 120～160m／日     90100－40m で 80～150m／日 

工法の概要が分かるホーム

ページのアドレス 
http://www.japanpile.co.jp/download/#method_kemun 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 

適用 
先端地盤 

最大施工長 
(施工地盤面からの深さ) 

ジャパンパイル㈱ 

03-5843-4191 

BCJ-F564 H2.9.18 3035～5060 
砂質土,礫質土  110Dt かつ 66m 以下 

硬質粘性土 30m 以下 

BCJ-F564(追 1) H3.12.12 6070・7080 砂質土,礫質土 110Dt かつ 70m 以下 

BCJ-F865(追 1) H9.3.28 8090～90100 
砂質土 80m 以下 

礫質土 70m 以下 

㈱トーヨーアサノ 

03-3356-3172 

BCJ-F564 H2.9.18 3035～5060 
砂質土,礫質土  110Dt かつ 66m 以下 

硬質粘性土 30m 以下 

BCJ-F564(追 1) H3.12.12 6070・7080 砂質土,礫質土 110Dt かつ 70m 以下 

BCJ-F865(追 1) H9.3.28 8090～90100 
砂質土 80m 以下 

礫質土 70m 以下 

日本高圧コンクリート㈱ 

03-3501-6261 

BCJ-F564 H2.9.18 3035～5060 
砂質土,礫質土  110Dt かつ 66m 以下 

硬質粘性土 30m 以下 

BCJ-F865 H7.9.20 6070～90100 
砂質土 70m 以下 

礫質土 50m 以下 

山崎パイル㈱ 

0250-47-3277 
BCJ-F564 H2.9.18 3035～5060 

砂質土,礫質土  110Dt かつ 66m 以下 

硬質粘性土 30m 以下  



Ｃ-５ 

工  法  名 ＲＯＤＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

拡大ビットと攪拌翼を有する掘削ロッドを用いて，掘削液を吐出しながらプレボーリング

を行い，地盤を泥土化させた掘削孔を設け，支持層に拡大根固め球根を築造する。 
掘削孔に特殊キャップにセットした杭を建込み杭自重及び回転埋没によって，築造してい

る拡底根固め球根部に杭を定着し，杭と支持層の一体化を図る工法である。 
この工法には，杭周固定液を使用する方法と使用しない方法とがある。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （500φ－40m）120～160m／日  （1000φ－40m）120～160m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.ncic.co.jp/products/foundation/rodex.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 

備

考 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 
BCJ-F319（追 11） H8.11.12 

300～600 

700～1000 

700～1000 

砂質，砂質土，硬質粘性土 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 66m 以下 

110D かつ 70m 以下 

110D かつ 80m 以下 

 

東海コンクリート工業㈱ 

052-587-2335 
BCJ-F319（追 1） H3.6.26 300～600 

砂質土，礫質土 

硬質粘性土 

110D かつ 50m 以下 

110D かつ 30m 以下 
 

㈱日本ネットワークサポート 

06-7506-9641 
BCJ-F319（追 9） H8.5.29 

300～600 

700，800 

①砂質土，②礫質土 

①砂質土，②礫質土 

110D かつ①40m②50m 以下 

110D かつ①60m②50m 以下 
 

NC 貝原コンクリート㈱ 

086-425-5611 
BCJ-F319（変 1） H3.7.22 300～600 砂質土，礫質土 110D かつ 40m 以下  

中国高圧コンクリート工業㈱ 

082-243-6946 
BCJ-F319（追 7） H3.12.12 300～600 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 40m 以下 

110D かつ 60m 以下 
 

東北ポール㈱ 

022-263-5252 
BCJ-F319（追 12） H9.2.26 

300～600 

700，800 

砂質土 

礫質土 

砂質土・礫質土 

110D かつ 50m 以下 

110D かつ 66m 以下 

110D かつ 50m 以下 

 

北海道コンクリート工業㈱ 

011-241-1901 
BCJ-F319（追 13） H9.6.23 300～600 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 40m 以下 

110D かつ 50m 以下 
 

九州高圧コンクリート工業㈱ 

092-554-6668 
BCJ-F319（追 15） H10.2.20 300～600 

砂質土 

礫質土 

110D かつ 60m 以下 

110D かつ 50m 以下 
 

 



Ｃ-５Ｓ 

工  法  名 ＳＴ－ＲＯＤＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

掘削ビットと掘削翼を有する掘削ロッドを用いて，地盤に掘削液を吐出しながらプレボー

リングを行い，地盤を泥土化させた掘削孔を設け，支持層に拡大根固め球根を築造する。 
掘削孔に特殊キャップにセットした杭を建込み杭自重及び回転埋没によって，築造してい

る拡底根固め球根部に杭を定着し，杭と支持層の一体化を図る工法である。 
なお、下杭は ST 杭を使用していることからすべて杭周固定液を使用する。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （500φ－40m）120～160m／日  （1000φ－40m）120～160m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.ncic.co.jp/products/foundation/rodex.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得 
年月日 

適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 
BCJ-F453 S63.3.29 

3035～5060 
砂質土，礫質土， 

硬質粘性土 
100D かつ 66m 以下  

6070・7080 砂質土，礫質土 

㈱日本ネットワークサポート 

06-7506-9641 

BCJ-F319 

（追 2） 
H8.5.29 3035～5060 砂質土，礫質土 100D かつ 50m 以下  

東海コンクリート工業㈱ 

052-587-2335 

BCJ-F319 

（追 3） 
H10.12.10 3035～5060 砂質土，礫質土 100D かつ 60m 以下  

 



Ｃ-６ 

工  法  名 ニーディング工法(セメントミルク根固め拡底) 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

土砂攪拌バーと孔壁練り付けドラムを装備した専用ロッドを用いて、先端より水(掘削液)を

吐出しつつ孔内の土を泥化し、練り付けながら掘削孔を築造し、特殊先端刃を沓部に装着し

た杭に挿入し、掘削回転させて支持層中のセメントミルク拡大根固め球根内の所定位置に設

置する工法である。 

この工法には、杭周固定液を使用する方法と使用しない方法とがある。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 
 

①杭周固定液を使用する場合 ②杭周固定液を使用しない場合 

               

               

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (500φ-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

進菱三谷セキサン㈱ 

092-281-1616 

藤村クレスト㈱ 

0257-37-1097 

日本ヒューム㈱ 

03-3433-4144 

曾澤高圧コンクリート㈱ 

0144-34-6161 

コーアツ工業㈱ 

099-229-8181 

BCJ-F365(追 1) 

BCJ-F289(追 1) 

BCJ-F483 

 

BCJ-F472(追 1) 

 

BCJ-F451 

 

BCJ-F469 

 

BCJ-F483 

H10.11.18 

 

S63.11.15 

 

H11.1.27 

 

S63.3.29 

 

S63.6.27 

 

S63.11.15 

300～800 

 

300～600 

 

300～600 

 

300～600 

 

300～600 

 

300～600 

砂質・礫質土 

硬質粘性土 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

 

砂質・礫質土 

66m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

50m 以下 

 

40m 以下 

 

50m 以下 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

  



Ｃ-６Ｓ 

工  法  名 ＳＴニーディング工法(セメントミルク根固め拡底) 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

土砂攪拌バーと孔壁練り付けドラムを装備した専用ロッドを用いて、先端より水(掘削液)を

吐出しつつ孔内の土を泥化し、練り付けながら掘削孔を築造し、特殊先端刃を沓部に装着し

た杭に挿入し、回転させて支持層中のセメントミルク拡大根固め球根内の所定位置に設置す

る工法である。 

なお、下杭として ST 杭を使用していることから、すべて杭周固定液を使用する。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式  
 

 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (ST4050-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 

適用 
先端地盤 

適用 
施工長 

備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

日本ヒューム㈱ 

03-3433-4144 

BCJ-F412 

 

BCJ-F404(追 1) 

 

S62.5.26 

 

H2.6.26 

 

3035～7080 

 

3035～5060 

 

砂質・礫質土 

硬質粘性土 

砂質・礫質土 

 

66m 以下 

 

50m 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

 



Ｃ-７ 

工  法  名 ＢＥＳＴＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

攪拌翼を有する掘削ロッドを用いて、オーガービット先端より W/C＝450％の掘削液を噴出

しながらロッドを正回転・逆回転および上下反復を繰り返し、施工地盤をソイルセメント化さ

せ、さらに杭定着支持層にミラセピア（繊維質鉱物の粉末）を混入した W/C＝60％の根固め

液を注入しながら支持層中の砂・礫と混合攪拌を行って根固め球根部を築造する工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

Ｒａ ＝1/3｛αNＡp ＋（βNsＬs ＋ γqu Ｌc）ψ｝(kN) 

α＝250・・・・・・・・・・（ｌ≦90D） 

α＝250－（ｌ/D－90）・・・・（90D＜ｌ≦110D） 

（但し、Ns≦25、qu≦100kN/m２） 

 

①杭周固定液を使用する場合 

β＝2.0 

γ＝0.5 

 

②杭周固定液を使用しない場合 

β ＝15（kN/m2） 

γ ＝15（kN/m2） 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （φ500-40ｍ）120～160ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

http://kisokui.com/method/bestex_sp.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ホクコンマテリアル㈱ 

0776-38-3833 
BCJ-F677 H4.6.11 300～800 

砂質土 

礫質土 

110D かつ

40ｍ以下 
 

㈱広島組 

06-6863-2355 

 



Ｃ-７Ｓ 

工  法  名 ＳＴ-ＢＥＳＴＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

攪拌翼を有する掘削ロッドを用いて、オーガービット先端より W/C＝450％の掘削液を噴出

しながらロッドを正回転・逆回転および上下反復を繰り返し、施工地盤をソイルセメント化さ

せ、さらに杭定着支持層にミラセピア（繊維質鉱物の粉末）を混入した W/C＝60％の根固め液

を注入しながら支持層中の砂・礫と混合攪拌を行って根固め球根部を築造する工法である。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

Ｒａ ＝1/3｛αNＡp ＋（βNsＬs ＋ γqu Ｌc）ψ｝(kN) 

α＝250・・・・・・・・・・・・（ｌ≦90D1） 

α＝250－ （ｌ/D1－90）・・・・（90D＜ｌ≦110D1） 

（但し、Ns≦25、qu≦100kN/m２） 

 

β＝2.0 

γ＝0.5 

 

D1：杭先端部径 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （ST4550-40ｍ）120～160ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

http://kisokui.com/method/bestex_sp.html 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ホクコンマテリアル㈱ 

0776-38-3833 
BCJ-F853 H7.6.19 3035～6070 

砂質土 

 

礫質土 

 

110D かつ

50ｍ以下 

110D かつ

60ｍ以下 

 

 



Ｃ-８ 

工  法  名 Ｆ.Ｉ.工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

拡大ヘッド及び大小の撹拌翼を持つパイリングロッドを用いて支持層まで水または安定液

を注入しながら、掘削する。支持層部分は(D＋200)mm に拡大させ、根固め液を注入しなが

ら拡大球根部を築造する。その後、杭周固定液を充填させ、この掘削孔へ自沈または回転に

より杭を挿入し、地盤と杭体を一体化させる工法である。 
 

施 工 順 序 

 

 
 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図と F.I.工法施工管理記録との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

Ra＝
 

 
{αNAp＋(βNsLs＋γquLc)φ}(kN) 

但し、Ns≦25,qu≦100kN/㎡ 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （500φ-40m）120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.kodama-conc.jp/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

児 玉 コ ン ク リ ー ト 工 業 ㈱ 

03-3971-7195 
BCJ-F678(追 1) H9.10.22 300～800 

砂質土, 

礫質土 

110D かつ

80m 以下 
 

大 同 工 業 ㈱ 

058-245-3411 
BCJ-F544(追 1) H3.6.26 300～600 

砂質土, 

礫質土 

110D かつ

66m 以下 
 

豊 洲 パ イ ル ㈱ 

0975-20-2111 
BCJ-F544(追 1) H3.6.26 300～600 

砂質土, 

礫質土 

110D かつ

66m 以下 
 

日 本 ヒ ュ ー ム ㈱ 

03-3433-4114 
BCJ-F544(追 2) H7.1.13 300～600 

砂質土, 

礫質土 

110D かつ

66m 以下 
 

 

α＝250…………(l≦90D) 

α＝250－
  

 
(l/D－90) 

   ………(90D＜l≦110D) 

β＝
  

 
,γ＝

 

 
 



Ｃ-８Ｓ 

工  法  名 ＳＴ-Ｆ.Ｉ.工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング拡大根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（ST 杭） 

施工法  

概 要 

拡大ヘッド及び大小の撹拌翼を持つパイリングロッドを用いて支持層まで水または安定液

を注入しながら、掘削する。支持層部分は(D＋200)mm に拡大させ、根固め液を注入しなが

ら拡大球根部を築造する。その後、杭周固定液を充填させ、この掘削孔へ自沈または回転に

より杭を挿入し、地盤と杭体を一体化させる工法である。なお、本工法は下杭に ST 杭を使

用する。 

施 工 順 序 

 

 
 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端拡大根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図と F.I.工法施工管理記録との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

Ra＝
 

 
(αNAp＋F1＋F2)(kN) 

但し、α＝250………………(l≦90D1) 

α＝250－
  

 
(l/D1－90) 

             ………(90D1＜l≦110D1) 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (ST4050-40m)120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.kodama-conc.jp/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

児 玉 コ ン ク リ ー ト 工 業 ㈱ 

03-3971-7195 
BCJ-F545(追 2) H8.3.29 3035～5060 

砂質土, 

礫質土 

110D1 かつ

50m 以下 
 

大 同 工 業 ㈱ 

058-245-3411 
BCJ-F545(追 1) H3.6.26 3035～5060 

砂質土, 

礫質土 

110 D1 かつ

50m 以下 
 

豊 洲 パ イ ル ㈱ 

0975-20-2111 
BCJ-F545(追 1) H3.6.26 3035～5060 

砂質土, 

礫質土 

110 D1 かつ

50m 以下 
 

日 本 ヒ ュ ー ム ㈱ 

03-3433-4114 
BCJ-F545(追 2) H8.3.29 3035～5060 

砂質土, 

礫質土 

110 D1 かつ

50m 以下 
 

 

F1:杭本体部の杭周面摩擦力(kN) 

F1＝(
  

 
・Ns1・Ls1＋

 

 
・qu1・Lc1)φ1 

F2:杭拡径部の杭周面摩擦力(kN) 

F2＝(
  

 
・Ns2・Ls2＋

 

 
・qu2・Lc2)φ2 



Ｄ-１ 

工  法  名 ＮＥＷスーパーＦＫ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施 工 法 

概 要 

節杭の節部外径（D2）＋30～50mm のオーガビット、スパイラルオーガ及び攪拌ロッドを用い

て、適宜掘削液を吐出しながら所定の深度まで掘削を行う。次に、オーガを正回転させたまま

2～3 回上下反復を行った後、オーガビットを掘削底部まで下げて根固め液を上方に押し上げ

るように所定量を注入し、数回上下反復を行う。根固め液の注入完了後、杭周固定液を注入し

ながら撹拌混合を行い、ソイル柱状を築造する。その後、ソイル柱状の中に杭を自沈または回

転によって所定の位置に設置する工法である。なお、根固め液及び杭周固定液には高炉セメン

ト（B種）と膨張性混和材を用いる。 

施 工 順 序 

 
 

支持力発現方式 杭周固定液による周面摩擦力及びセメントミルクによる杭先端根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガビットに付着した土砂との比較及び掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

  =
1

3
     +       +          

 

 Ra :長期許容支持力(kN) 

 α:くい先端支持力係数（α=172 先端地盤：砂質地盤、礫質地盤）（α=163 先端地盤：粘土質地盤） 

 β:砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（節ぐい部β  =6.6  +26 を満たすβ、ストレート部：β=5.8） 

 γ:粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（節ぐい部γ  =0.8  +24 を満たすγ、ストレート部γ

=0.74） 

   :節ぐいの先端より上方に 1D2（D2：節ぐいの節部外径）、下方に1D2の間の地盤の標準貫入試験による 

打撃回数の平均値（回）「0≦ ≦60とし、 ＞60 の場合は =60 とする」 
 Ap:節ぐいの節部有効断面積(m2)      Ap=π・D22/4 

   :基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回） 

  「  ≦30 とし、  ＞30 の場合は  =30 とする」 

 Ls:基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m） 

   :基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/m2） 

  「ただし、  ≦200 とし、  ＞200 の場合は  =200 とする」 

 Lc:基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m） 

 φ:基礎ぐいの周囲の有効長さ（m）（節ぐい部：πD2、ストレート部：πD1（D1：節ぐいの軸部外径） 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （φ400550-10m）140～190m/日,（600750-10m）130～180m/日，（10001200-10m）110～160m/日 

工法の概要が分かるホー 

ム ペ ー ジ の ア ド レ ス 
日本高圧コンクリート㈱ http://www.nihonkoatsu.co.jp/ 

会社名 認 定 番 号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 
備考 

(指定施工会社) 

日本高圧コンクリート㈱ 

03-6206-2248 

TACP-0462 

TACP-0463 

TACP-0464 

H26.11.17 
300450～

10001200 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

62m 
50m 

58m 

山崎パイル㈱ 

中部高圧コンクリート㈱ 

㈱トーヨーアサノ 

㈱ナルックス 

㈱北雄産業 

児玉コンクリート㈱  



Ｄ-２ 

工  法  名 ＦＰ-ＢＥＳＴＥＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

攪拌翼を有する掘削ロッドを用いてミラセピア（繊維質鉱物の粉末）を混入した掘削固定液

を注入しながら、所定深度まで掘削攪拌された掘削孔（節部径+50mm）を造成する。さらに、

掘削底から上方 2ｍ以上の範囲に根固め液を注入しながた掘削土と混合攪拌を行い、根固め部

を築造する。そして、掘削固定液を噴出しながら掘削攪拌装置を引き上げる。その後、掘削孔

に基礎ぐいを建て込み、自重または回転により埋設して、所定深度の根固め球根部にくい先端

を設置する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭先端根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

Ｒａ ＝1/3｛αNＡp ＋（βNsＬs ＋ γqu Ｌc）ψ｝(kN) 

 

    α＝１７５（砂質地盤、礫質地盤） 

    α＝１６６（粘土質地盤） 

 

βNs ＝４.８Ns ＋３５ ≦１７９（ｋＮ／ｍ２） 

γqu ＝０.４qu ＋１５ ≦９５（ｋＮ／ｍ２） 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （4560-40ｍ）120～160ｍ/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

http://kisokui.com/method/fp_bestex.html 

http://www.hokuyuu.com/fp-bestex.html 

http://www.manac-net.com/kouhou,fp-bestex.html 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

ホクコンマテリアル㈱ 

0776-38-3833 

TACP-0111 

TACP-0112 

TACP-0113 

H15.12.26 3045～6075 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

44ｍ以下 

40ｍ以下 

42ｍ以下 

 

日研高圧平和キドウ㈱ 

099-269-0339 

TACP-0114 

TACP-0115 

TACP-0116 

H15.12.26 3045～6075 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

44ｍ以下 

40ｍ以下 

42ｍ以下 

 

㈱北雄産業 

011-824-0111 

TACP-0117 

TACP-0118 

TACP-0119 

H15.12.26 3045～6075 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

44ｍ以下 

40ｍ以下 

42ｍ以下 

 

マナック㈱ 

052-501-5351 

TACP-0450 

TACP-0451 

TACP-0452 

H26.3.25 3045～6075 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

44ｍ以下 

40ｍ以下 

41ｍ以下 

 

 



Ｄ-３ 

工  法  名 ＭＦＣ-Ⅱ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

 
 
 
 
 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式  

支 持 層 の 確 認 方 法  

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 
施 工 地 盤  

施 工 能 率  

工法の概要が分かるホームページ

のアドレス 
https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 
備

考 

前田製管株式会社 

0234-23-5111 

TACP-0431 

TACP-0430 
H25.7.19 φ3045～6075 

砂質地盤（礫質含む） 

粘土質地盤 

砂 質 45ｍ 

粘土質 35ｍ 
 

豊州パイル株式会社 

097-520-2111 

TACP-0054 

TACP-0055 
H15.2.26 φ3045～6075 

砂質地盤（礫質含む） 

粘土質地盤 

砂 質 30ｍ 

粘土質 30ｍ 
 

 
 



Ｄ-４ 

工  法  名 ＮＥＷＭＡＧ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法 

概 要 

上部スクリューロッド，ＮＭロッド及びオーガーヘッドからなるオーガーを用いて適宜掘

削水を使用しながら所定の深度まで地盤を掘削した後，オーガーを正回転の状態で上下反復

を数回行い，掘削孔内土砂の泥土化及び孔壁の安定液を確実なものとする。 

その後，掘削体積の 25％の量の周辺固定液を注入しながらオーガーを上下反復することに

よって，掘削土砂と周辺固定液を混合攪拌し，オーガーを引き上げる。この時，N
―

≧10 の場合

には，根固め液を掘削底から上方 2ｍの範囲に注入する。次に，ソイルセメントが形成された

掘削孔内に杭を建て込み，杭の自重により沈設させた後，圧入又は回転埋設することによっ

て所定の位置に定着させる。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルクによる杭周周辺部及び杭先端部固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガー掘削時の電流計との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 140～200ｍ／日 

工法の概要が分かるホー 

ムページのアドレス等 
https://www.aizawa-group.co.jp/ 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 
適用杭長 

(施工地盤面からの深さ) 
備考 

會澤高圧コンクリート㈱ 

0144-36-3131 

TACP-0062 

TACP-0063 
H15.3.17 

300440 

～600750 

砂質地盤 

(礫質地盤を含む) 

粘土質地盤 

36m  

會澤高圧コンクリート㈱ 

0144-36-3131 

TACP-0327 

TACP-0328 
H21.6.24 

300440 

～600750 

砂質地盤 

(礫質地盤を含む) 

粘土質地盤 

 

36m 
 

 



Ｄ-５ 

工  法  名 スーパーＦＫ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施 工 法 

概 要 

スーパーＦＫ工法は、節杭径（D2)＋30mm のオーガビット、スパイラルオーガ及び攪拌ロッド（特殊攪拌

装置を併用）で構成される掘削攪拌装置を使用して、次のように施工する。掘削攪拌装置の先端を杭心位

置に合わせ、オーガ駆動装置を回転させながら、地盤に応じた掘削速度で、掘削液（一般的には水）を注

入しながら掘削攪拌する。所定深度に達したら、掘削撹拌装置は正回転しながら 2～3 回の上下反復作業

を行い、掘削液から根固め液に切り替え、掘削先端から上方に押し上げるように所定量を注入する。根固

め液の注入完了後、杭周固定液を注入しながら撹拌混合を行い、ゆっくり掘削攪拌装置を引上げ、ソイル

柱状を築造する。その後、ソイル柱状の孔中に、杭の先端及び杭頭に金具を取り付けた先端全開放杭を自

沈又は回転によって所定位置に設置する施工方法である。 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 杭周固定液による周面摩擦力及びセメントミルクによる杭先端根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガビットに付着した土砂との比較及び掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

  =
1

3
     +       +          

 

 Ra :長期許容支持力(kN) 

 α:くい先端支持力係数（α=166 先端地盤：砂質地盤、礫質地盤）（α=157 先端地盤：粘土質地盤） 

 β:砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 

   （節ぐいの範囲においてはβ  =6.6  +25 を満たすβ、ストレートぐいの範囲においてはβ=0） 

 γ:粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 

   （節ぐいの範囲においてはγ  =0.8  +16 を満たすγ、ストレートぐいの範囲においてはγ=0） 

   :節ぐいの先端より上方に 1D(D：節ぐいの節部の直径）、下方に 1D の間の地盤の 

   標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）「ただし、 ≦60とする」 

 Ap:節ぐいの節部有効断面積(m2)      Ap=π・D2/4 

   :節ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回） 

  「ただし、  ≦30とする」 

 Ls:節ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m） 

   :節ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/m2） 

  「ただし、  ≦200kN/m2とする」 

 Lc:節ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m） 

 φ:節ぐいの節部周囲長さ（m） 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （φ400550-10m） 140～190m/日 , （600750-10m） 130～180m/日 

工法の概要が分かるホー 

ム ペ ー ジ の ア ド レ ス 

日本高圧コンクリート㈱ http://www.nihonkoatsu.co.jp/ 

山崎パイル㈱      http://y-pile.co.jp/ 

会社名 認 定 番 号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 
備考 

(指定施工会社) 

日本高圧コンクリート㈱ 

03-6206-2248 

TACP-0028 

TACP-0029 

TACP-0030 

H14.12.24 300450～600750 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

45m 
35m 

45m 

 

TACP-0168 

TACP-0169 

TACP-0170 

H17.5.10 300450～600750 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

45m 
35m 

45m 

㈱東北ヤマックス 

中部高圧コンクリート㈱ 

リウコン㈱ 

㈱トーヨーアサノ 

山崎パイル㈱ 

0250-47-3277 

TACP-0031 

TACP-0032 

TACP-0033 

H14.12.24 300450～600750 

砂質地盤 

礫質地盤 

粘土質地盤 

45m  
35m 

45m 

 

 



Ｄ-６ 

工  法  名 ＨＦ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

掘削ビットと掘削翼を有する掘削ロッドを用いて，地盤に掘削液（主に水）を注入しながらプ

レボーリングを行い，泥土化させた掘削孔を設け，掘削ロッドの引き上げる際には，根固め液（先

端地盤の平均 N 値≧5 に使用する）及び周固液を杭全長にわたり注入する。 
その後，節杭を掘削孔に建て込み，杭自重，回転埋没によって計画深度に設置し，地盤との一

体化を図る工法である。 
なお、先端地盤の平均 N 値＜5 の場合は，全長に周固液を使用する。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 セメントミルクによる節杭周部の一体固定化 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図，試堀又はオーガ掘削時の電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊のしやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 120～160m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.ncic.co.jp/products/foundation/hf.html 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 
備考 

（指定施工会社） 

日本コンクリート工業㈱ 

03-3452-1021 

TACP-0107 

TACP-0108 

H15.12.26 

H15.12.26 
3035～4055 

砂質地盤（礫質含） 

粘性土地盤 

23m 以下 

32m 以下 

日本海コンクリート工業 

沖縄テクノクリート 

東洋コンクリート 

NC 貝原コンクリート 

北海道コンクリート工業㈱ 

011-241-1901 

TACP-0011 

TACP-0012 

H14.8.9 

H14.8.9 
3035～4055 

砂質地盤（礫質含） 

粘性土地盤 

25m 以下 

32m 以下 
 

東北ポール㈱ 

022-263-5252 

TACP-0019 

TACP-0020 

H14.8.9 

H14.8.9 
3035～4055 

砂質地盤（礫質含） 

粘性土地盤 

20m 以下 

17m 以下 
 

九州高圧コンクリート工業㈱ 

092-554-6668 

TACP-0017 

TACP-0018 

H14.8.9 

H14.8.9 
3035～4055 

砂質地盤（礫質含） 

粘性土地盤 

20m 以下 

28m 以下 
 

 



Ｄ-７ 

工  法  名 ＢＦＫ工法（TYPE1：Np>10) 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

攪拌バー・練り付けドラムを備えた特殊ロッド及び特殊オーガーヘッドを用いて適宜掘削水

を注入し、孔内を攪拌、泥土を孔壁に練り付けながら地盤を掘削する。所定深度まで掘削後、

掘削ロッドを上下反復し、掘削孔を築造する。 

TYPE1 は、この掘削孔先端部分に根固め部を、引き続き杭周固定液を注入する。 

次に、杭を自重で沈設し、圧入または回転沈設して所定深度に設置する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルク先端根固めとセメントミルク杭周面固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

  

 

+  

ただし kN/m2以下 

ただし kN/m2以下 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (4055-単杭) 100～200m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 

適用施工

長 
備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

㈱アオモリパイル 

0178-24-1115 

藤村クレスト㈱ 

0257-37-1097 

マナック㈱ 

052-501-5351 

コーアツ工業 

099-229-8181 

BCJ-F910(追 2) 

 

BCJ-F910(追 3) 

 

BCJ-F910(追 3) 

 

BCJ-F910(追 2) 

 

BCJ-F910(追 2) 

 

H12.1.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

45m 

 

37m 

 

43m 

 

24m 

 

30m 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

 



Ｄ-７Ｂ 

工  法  名 ＢＦＫ工法（TYPE2：Np＜10） 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

攪拌バー・練り付けドラムを備えた特殊ロッド及び特殊オーガーヘッドを用いて適宜掘削水を

注入し、孔内を攪拌、泥土を孔壁に練り付けながら地盤を掘削する。所定深度まで掘削後、掘

削ロッドを上下反復し、掘削孔を築造する。 

TYPE2 は、この掘削孔に杭周固定液を注入し、次に、杭を自重で沈設し、圧入または回転沈設

して所定深度に設置する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 セメントミルク先端根固めとセメントミルク杭周面固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

  

の場合は とする。 

+  

ただし kN/m2以下 

ただし kN/m2以下 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (4055-単杭) 100～200m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 

適用 
施工長 

備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 

㈱アオモリパイル 

0178-24-1115 

藤村クレスト㈱ 

0257-37-1097 

マナック㈱ 

052-501-5351 

コーアツ工業 

099-229-8181 

BCJ-F910(追 2) 

 

BCJ-F910(追 3) 

 

BCJ-F910(追 3) 

 

BCJ-F910(追 2) 

 

BCJ-F910(追 2) 

 

H12.1.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

H12.4.27 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

3045～6075 

 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

粘性・砂質・ 

礫質土層 

45m 

 

37m 

 

43m 

 

24m 

 

30m 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

110D 以下 

 

 



Ｄ-８ 

工  法  名 ジオミキシングトップ（ＧＭＴＯＰ）工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

 

オーガヘッドと螺旋部分に切り欠きを有するオーガスクリュー・撹拌ロッド・連結シャフト

を用いて，適宜掘削水を吐出しながら所定の深度まで掘削した後，オーガヘッド先端から充填

液（セメントミルク）を吐出しながら杭長の 1/2 程度の範囲を上下反復することによって，充

填液と掘削土砂とを混合撹拌して掘削孔を築造する。（Ｎp≧10 の場合は根固め液を注入する。） 

このように築造した掘削孔内に，節杭または節杭とこの上方に継いで使用する節部を有しな

い杭を建て込み，杭の自重沈設後，軽打または回転圧入により所定の深度に定着させ，杭と地

盤との一体化を図り，支持力を発現させる工法である。 

 

 

施 工 順 序 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 杭周充填液による周面摩擦力およびセメントミルクによる先端根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 中間支持杭または摩擦杭として用いるため，試験掘削により土質調査資料等との照合 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

Ｒp：杭先端支持力， 

    α：150 

Ａp：節部で囲まれた杭先端の閉塞断面積 

Ｎp：最下端節部下面を基準面として，下方に 1Ｄo，上方に 1Ｄoの間の平均Ｎ値 

Ｄo：杭節部径 

   但し，Ｎp≦30 とし，Ｎp＜5または杭先端地盤が腐植土の場合はＲp=0 とする 

 Ｒf：杭周面摩擦抵抗力， 

                            ，             ， 

     ψ：節部の周長             

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （φ500-400－25m） 150～200m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

http://www.japanpile.co.jp/method/pdf/gmtop.pdf 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 

最大施工長 
(施工地盤面

からの深さ) 
備考 

ジャパンパイル㈱ 

03-5843-4191 
BCJ-F1074 H. 12. 4.27 

φ440-300 砂質土 

礫質土 

粘性土 

腐植土 

35m 

 
φ500-400 

φ600-450 

φ650-500 

43m 

 

(kN)  ）fＲp（Ｒ
3

1
aＲ

① 杭芯セット ② 掘削作業 ③ 掘削完了 ④ 混合撹拌 
 (充填液注入) 

⑤ オーガ引上げ 
  掘削孔築造完了

pＡpαＮpＲ

2kN/m 200≦　s5.0Ｎ30sｆ  kN/m 100≦c6.0Ｎ20cｆ
2 2kN/m 40≦h4.1Ｎhｆ

⑥ 杭の沈設 ⑦ 杭の定着

ψ )hＬhｆcＬcｆsＬs(ｆfＲ



Ｄ-９ 

工  法  名 ＭＦＣ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

 
 
 
 
 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式  

支 持 層 の 確 認 方 法  

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 
施 工 地 盤  

施 工 能 率  

工法の概要が分かるホームページ

のアドレス 
https://www.maeta.co.jp/ 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 

適用先端

地盤 
適用杭長 備考 

 

前田製管株式会社 

0234-23-5111 

 

BCJ-F1051 H12.1.27 φ3045～4055 

礫質土 

腐植土 

粘性土 

砂質土 

30ｍ  

 
 



Ｄ-１０ 

工  法  名 セリファーＦＫ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（節杭） 

施工法  

概 要 

 本工法は，節部径+50 ㎜のオーガビット，スパイラルオーガ及び攪拌ロッドで構成される

掘削攪拌装置を用いて施工する。 
掘削攪拌装置で掘削地盤に応じた所定速度で、掘削液を注入しながら掘削攪拌する。所定

掘削速度に達したら，掘削攪拌装置を正回転しながら２～３回上下反復を行い，注入液を掘

削液から根固め液へ切り替え，所定掘削深度から 1.5ｍ間に注入する。 
その後、杭周固定液を注入し，ソイルセメントが形成できるよう攪拌効果を考慮した速度

で，掘削攪拌装置を引き上げる。 
以上のように掘削された孔中に、杭頭並びに杭先端金具が付けられた先端開放型の節杭を

自沈または回転によって所定位置に設置する。 

施 工 順 序 

 
支持力発現方式 杭周固定液による周面摩擦力及びセメントミルクによる杭先端根固め 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガービットに付着した土砂との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 

 Ra＝αNAp 

   α＝150（但し，N＜5の場合，または杭先端が腐植土の場合 α＝0） 

 Rf＝Rfs＋Rfc＋Rfh 

   Rfs＝fsLsφ 

fs＝2.74Ns+31.4（但し，fs≦150.0（kN／m2）） 

   Rfc＝fcLcφ 

fc＝4.19Nc+22.5（但し，fc≦100.0（kN／m2）） 

Rfh＝fhLhφ 

fh＝5.08Nh-2.08（但し，fh≦35.0（kN／m2），Nh＜2 の場合 fh＝0（kN／m2）） 

  φ：節部周長（m） 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 （φ300450－10m）150～200m／日 （φ400550－10m）150～200m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.toyoasano.co.jp/themes/toyoasano/catalog/pdf/02-9-cerefo_fk.pdf 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

㈱トーヨーアサノ 

03－3356－3172 
BCJ-F1064 H12.3.23 

300450 

400550 

砂質土、礫質土、

粘性土 
33m 以下  

日本高圧コンクリート㈱ 

03－6206－2248 
BCJ-F1064 H12.3.23 

300450 

400550 

砂質土、礫質土、

粘性土 
36m 以下  

日本ヒューム㈱ 

03－3433－4114 
BCJ-F1064 H12.3.23 

300450 

400550 

砂質土、礫質土、

粘性土 
36m 以下  

 



Ｄ-１１ 

工  法  名 ＲＣＭ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（六角形節杭） 

施工法  

概 要 

アースオーガーによって地盤を所定深度まで掘削した後、アースオーガーを正転で上下反復

させ掘削孔の築造を完了する。その後、アースオーガーの先端から所定量の充填液を吐出させ

ながら正転で引き上げる。そこに杭を建て込み、自沈またはモンケン自重を併用しながら沈設

する。最後にモンケンによって軽打またはモンケン自重を併用し杭を所定深度に定着させる。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 充填液(セメントミルク)による杭周辺及び先端固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図と試験掘削による土質の照合 

支 持 力 算 定 方 式 

Ｒa＝ｐt＋τs・Ｌs＋τc・Ｌc 

 ｐt：長期許容先端支持力(kN)(表-1) 

 τs：砂質土地盤中の杭の単位長さ当たりの長期許容周面摩擦抵抗力(kN/m)(表-2) 

 τc：粘性土地盤中または有機質土地盤中の杭の単位長さ当たりの長期許容周面摩擦抵抗力 

(kN/m)(表-3) 

 Ｌs：砂質土部分の杭の周面摩擦抵抗力を考慮できる杭の長さ(m) 

 Ｌc：粘性土部分または有機質土部分の杭の周面摩擦抵抗力を考慮できる杭の長さ(m) 

表－１ 表－２ 表－３

ｐt(kN) τs(kN) τc(kN)

25 ＜ Ｎ 196.0 17 ＜ Ｎ 28.4 5 ≦ Ｎ 16.6

20 ＜ Ｎ ≦ 25 156.0 12 ＜ Ｎ ≦ 17 23.5 3 ≦ Ｎ ＜ 25 12.2

15 ＜ Ｎ ≦ 20 117.0 7 ＜ Ｎ ≦ 12 18.6 Ｎ ＜ 20 9.8

10 ＜ Ｎ ≦ 15 78.0 5 ＜ Ｎ ≦ 7 14.7

7 ＜ Ｎ ≦ 10 58.0 3 ＜ Ｎ ≦ 5 11.7 4.9

5 ＜ Ｎ ≦ 7 39.0 Ｎ ≦ 3 9.8

Ｎ ≦ 5 0.0
但し、 杭先端地盤が有機質土の場合

ｐt＝0.0(kN)とする。

 但し、
Ｎ値は同一土質区間の平均Ｎ値とす

る。

Ｎ値

砂
質
土

粘
性
土

有

機

質

土

全範囲

Ｎ値

砂
質
土
・
粘
性
土

Ｎ値

Ｎ値は、杭先端より上方に4Ｄ下方に

１Ｄの範囲の地盤の平均Ｎ値とする。

(Ｄは杭の軸部内接円の直径)

Ｎ値は同一土質区間の平均Ｎ値とす

る。
 但し、

 
短期許容支持力は、長期許容支持力の２倍とする。 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 100～200m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 

適用先端

地盤 
適用杭長 備考 

㈱北雄産業 

（011-824-0111) 
BCJ-F767 H. 5. 11.15 φ300-440 

砂質土 

礫質土 

粘性土 

有機質土 

4～12m  

 

(1) 掘削 

(2) 掘削孔の築造 

(3) 充填液注入 

ｱｰｽｵｰｶﾞｰ引き上げ 

(4) 杭建てこみ 

(5) 杭の沈設 

(6) 杭の定着 



Ｄ-１２ 

工  法  名 ＴＡＰＰ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭（六角形節杭） 

施工法  

概 要 

ＴＡＰＰ(特殊オーガー)によって地盤を所定深度まで掘削した後、ＴＡＰＰを正転で上下反

復させ掘削孔の築造を完了する。その後、ＴＡＰＰの先端から所定量の充填液を吐出させなが

ら正転で引き上げる。そこに杭を建て込み、自沈またはモンケン自重を併用しながら沈設する。

最後にモンケンによって軽打またはモンケン自重を併用し杭を所定深度に定着させる。 

施 工 順 序 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力発現方式 充填液(セメントミルク)による杭周辺及び先端固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図と試験掘削による土質の照合 

支 持 力 算 定 方 式 

Ｒa＝ｐt＋τs・Ｌs＋τc・Ｌc 

 ｐt：長期許容先端支持力(kN)(表-1) 

 τs：砂質土地盤中の杭の単位長さ当たりの長期許容周面摩擦抵抗力(kN/m)(表-2) 

 τc：粘性土地盤中または有機質土地盤中の杭の単位長さ当たりの長期許容周面摩擦抵抗力 

(kN/m)(表-3) 

 Ｌs：砂質土部分の杭の周面摩擦抵抗力を考慮できる杭の長さ(m) 

 Ｌc：粘性土部分または有機質土部分の杭の周面摩擦抵抗力を考慮できる杭の長さ(m) 

表－１ 表－２ 表－３

ｐt(kN) τs(kN) τc(kN)

25 ＜ Ｎ 196.0 17 ＜ Ｎ 37.2 5 ≦ Ｎ 19.6

20 ＜ Ｎ ≦ 25 156.0 12 ＜ Ｎ ≦ 17 30.4 3 ≦ Ｎ ＜ 25 14.7

15 ＜ Ｎ ≦ 20 117.0 7 ＜ Ｎ ≦ 12 24.5 Ｎ ＜ 20 11.7

10 ＜ Ｎ ≦ 15 78.0 5 ＜ Ｎ ≦ 7 20.5

7 ＜ Ｎ ≦ 10 58.0 3 ＜ Ｎ ≦ 5 17.6 5.8

5 ＜ Ｎ ≦ 7 39.0 Ｎ ≦ 3 14.7

Ｎ ≦ 5 0.0
但し、 杭先端地盤が有機質土の場合

ｐt＝0.0(kN)とする。

Ｎ値は、杭先端より上方に4Ｄ下方に

１Ｄの範囲の地盤の平均Ｎ値とする。

(Ｄは杭の軸部内接円の直径)

Ｎ値は同一土質区間の平均Ｎ値とす

る。
 但し、

Ｎ値

砂
質
土

粘
性
土

有

機

質

土

全範囲

 但し、
Ｎ値は同一土質区間の平均Ｎ値とす

る。

Ｎ値

砂
質
土
・
粘
性
土

Ｎ値

 
短期許容支持力は、長期許容支持力の２倍とする。 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 100～200m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 

適用先端

地盤 
適用杭長 備考 

㈱北雄産業 

（011-824-0111) 
BCJ-F766 H. 5. 11.15 φ300-440 

砂質土 

礫質土 

粘性土 

有機質土 

4～12m  

 

(1) 掘削 

(2) 掘削孔の築造 

(3) 充填液注入 

ＴＡＰＰ引き上げ 

(4) 杭建てこみ 

(5) 杭の沈設 

(6) 杭の定着 



Ｅ-１ 

工  法  名 ＭＲＸ工法 

工 法 の 種 類 プレボーリング節状掘削根固め工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

 杭径+100 ㎜の掘削ビット，拡大翼を備える攪拌拡大ロッド（改良拡大部径は改良軸部径 

+150 ㎜以上）及び拡大翼の開閉が確認できる確認装置を用いて，地盤に応じた所定速度で，  

W／C＝100%の杭周改良液を所定量注入しながら掘削攪拌してソイルセメント改良柱体を 

築造する。所定改良深度に達したら，W／C＝100％の先端固定液に切り替え，攪拌拡大ロッ 

ドの拡大翼を開かせ，上下反復（区間長 300 ㎜以上）することで改良拡大部を築造し拡大翼 

を閉じて攪拌拡大ロッドを引き上げる。そして，先端開放型の既製コンクリート杭を自沈ま 

たは回転によって所定位置に設置する工法である。 

施 工 順 序 

 
 

支持力発現方式 セメントミルクによる節形状地盤改良及び杭先端固定 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガー掘削時の積分電流値との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

α＝253 

βNs＝10.1Ns+26.4（但し，1≦Ns≦30） 

γqu＝0.60qu+54.2（但し，qu≦200(kN/m2)） 

φ：杭周長 

施 工 
施 工 地 盤 

礫径 100mm 以上のものを多量に含む地盤及び，流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が

必要。盛土（埋土）で土質の性状が一様でない場合，また，地中障害物等が混入している場合は検

討が必要。 

施 工 能 率 （φ600－10m）100～140m／日 （φ800-10m）100～140m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

https://www.toyoasano.co.jp/business/method/mrx.html 

会社名 認定番号 取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

㈱トーヨーアサノ 

03－3356－3172 
TACP-0195 H17.11.28 300～800 

砂質地盤 

（礫混じり砂質地盤を 

含む） 

24m 以下 

㈱ナルックス 
(指定施工会社) 

キューキ工業㈱ 

0985－32－7334 
TACP-0196 H17.11.28 300～800 

砂質地盤 

（礫混じり砂質地盤を 

含む） 

24m 以下 

 



Ｅ-２ 

工  法  名 ニーディング工法(埋込み杭最終軽打) 

工 法 の 種 類 プレボーリング最終打撃工法 

杭 の 種 類 既製コンクリート杭 

施工法  

概 要 

土砂攪拌バーと孔壁練り付けドラムを装備した専用ロッドを用いて、先端より水(掘削液)を

吐出しつつ孔内の土を泥化し、練り付けながら掘削孔を築造し、その掘削孔に特殊先端刃を

沓部に装着した杭に挿入し、回転させ杭先端が掘削孔底に達したのち、ドロップハンマで杭

頭に打撃を与え杭を設置する工法である。 

施 工 順 序 

 

支持力発現方式 打撃 

支 持 層 の 確 認 方 法 プレボーリング時の電流値、杭回転時の電流値及び最終軽打時の貫入量 

支 持 力 算 定 方 式 

(kN) 

但  

       

    

 

 

施 工 
施 工 地 盤 流水の激しい地盤及び崩壊しやすい地盤は検討が必要 

施 工 能 率 (500φ-40m) 120～160m/日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス 

三谷セキサン株式会社 (m-sekisan.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

評定番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用施工長 備考 

三谷セキサン㈱ 

03-5821-1120 
BCJ-F193(変 1) S57.3.5 300～600 

砂質土、 

礫質土、 

硬質粘性土 

110D かつ

66m 以下 
 

 



Ｅ-３ 

工  法  名 ガンテツパイル工法 

工 法 の 種 類 鋼管ソイルセメント杭工法 

杭 の 種 類 鋼管杭 

施工法  

概 要 

ガンテツパイルは、原位置土とセメントミルクを撹拌混合したソイルセメント中に鋼管を配置してな

る基礎杭である。鋼管は、設計上正の周面摩擦力を考慮する範囲には外面突起付き鋼管を使用し、

正の周面摩擦力を無視する範囲には通常の鋼管を使用する。固化体は、掘削翼、共回り防止翼、撹

幹翼を備えたオーガヘッドで原位置土とセメントミルクを撹拌混合して築造する。杭先端部は高濃度

のセメントミルクに切替え、かつ注入量を増やすことにより高強度の杭先端部固化体を築造する。鋼

管先端の内面には杭先端部固化体との一体化を図るため、内面リング筋を多段に設けている。 

施 工 順 序  

支持力発現方式 ソイルセメント固化体と外面突起付き鋼管が一体となり荷重を地盤に伝達する方式 

支 持 層 の 確 認 方 法 土質柱状図とオーガ掘削時の電流値等との比較 

支 持 力 算 定 方 式 

 

 Ra ＝ 1/3｛α・N・Ap＋（τs・Ls+τc・Lc）ψ｝(kN) 
 但し、 

  α  ：k・30  (L≦90Dp)  k：SI単位換算係数 

    k・｛30-(L/Dp-90)/4｝  (90Dp＜L≦110Dp) 

  N   ：杭先端より下方に1Dp、上方に4Dpの間の平均N値 (N≦60) 

  Ap   ：杭先端の閉塞断面積 Ap＝πDp
2/4  (m2) 

  τs  ：杭の周面摩擦を考慮できる砂質土部分の平均摩擦力 （kN/m2） τs=k・Ns/3≦k・10 

  Ns   ：杭の周面摩擦を考慮できる砂質土部分の平均N値 

  Ls    ：杭の周面摩擦を考慮できる砂質土部分の杭の長さ (m) 

 τc  ：杭の周面摩擦を考慮できる粘性土部分の平均摩擦力 （kN/m2） τc=qu/2≦k・10 

  qu   ：杭の周面摩擦を考慮できる粘性土部分の平均一軸圧縮強さ （kN/m2） 

  Lc    ：杭の周面摩擦を考慮できる粘性土部分の杭の長さ (m) 

  ψ  ：杭の周長 ψ＝πDp (m)   L  ：杭の長さ (m) 

  Dp   ：鋼管径 (m) ※先端支持力を評価する位置は杭先端より1.5Dp上方とする 

施 工 
施 工 地 盤 支持層中の地下水の流れが早く、根固め部の形成に支障をきたす恐れがある場合には用いない 

施 工 能 率 70～100m／日 

工法の概要が分かるホー 
ムページのアドレス等 

ガンテツパイル工法協会 (gantetsu-pile.info) 

ガンテツパイル  | 建材 | 製品情報 | 日本製鉄 (nipponsteel.com) 

ガンテツパイル | 対応製品 | 株式会社クボタ：素形材・鋼管 (kubota.co.jp) 

ガンテツパイル工法 | 株式会社テノックス (tenox.co.jp) 

会社名 
旧 38 条認定工法 

通達番号 
取得年月日 適用杭径 適用先端地盤 適用杭長 備考 

日本製鉄㈱ 

03-6867-6861 

㈱クボタ 

03-3245-3259 

㈱テノックス 

03-3582-3945 

建設省東住指発 

第 485 号 
H12.5.26 

φ400～ 

φ1000 

（鋼管径） 

砂質地盤 

礫質地盤 
70m  

 

③先端部築造 ④掘削撹拌翼縮小

　鋼管定着

②一般部築造

　鋼管埋設

①杭芯セット ⑤掘削撹拌翼引抜き

撹拌翼

共回り防止翼

外面突起付き鋼管

掘削翼

セメントミルク

注入撹拌混合

スタビライザー付きロッド

（鋼管とロッド間隔保持）

一般鋼管

外面突起付き鋼管

固化体

支持層

一
般
部

先
端
部


